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「お菓子屋さんの地域おこし」 

《地場産品発掘・ブランド化》 



 

秩父市内にある 17 の小さなお菓子屋さん、今、ここから世界を視野に入

れた取り組みが展開されようとしている。偶然発見された、秩父山系での

カエデの特殊な植生環境、彼らはそれを「秩父の奇跡」と名づけた。大

量に自生しているカエデの樹液からつくられる国産メープルシロップ（秩

父カエデ糖）、それを使って、見た目にも美しいお菓子を作り出し、モンド

セレクション受賞というもう一つの奇跡を生んだ。一つ一つのお菓子にこ

められたのは、地域を元気にしたいという思い。これが行政や地域の

様々な人を巻き込み、様々な商品開発や地域貢献活動に派生している。

そうして彼らは、地域に収益が循環する仕組みをつくりあげている。彼ら

の思いは国をこえ、業種をこえ、輸出や健康食品・エネルギー分野への

参入まで本気で考えている。 

多くの取り組みを同時に展開しつつ、次々に拡大・発展させていく秘訣と

は？そして彼らの原動力とは？ 

 

◆◆取取りり組組みみ概概要要･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････････････  

●取り組みの目的 

お菓子製造業の同業者で協力し、地域の特産物を活用することで、強いブランド力を持った、

かつ、秩父ならではのお菓子等をつくり地域活性化を図る 

●取り組みの内容 

・カエデを活用した競争力のある商品の開発 

・規格外品の地域農産物を活用した商品開発 

・行政等との連携・協力による森林づくり 

●取り組み主体 

・お菓子な郷推進協議会 

・生産者、一般市民 

・大学、研究機関 

・秩父市役所 

・埼玉県庁 ／等 
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「お菓子屋さんの地域おこし」 
地域のモノ・ヒトの発掘・活用による商品開発 

お菓子製造業者の協議会・地域住民・行政の連携・協力による

地域の特産物を活用した売り切れ続出のお菓子づくり 
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◆◆取取りり組組みみののポポイインントト･･････････････････････････････････････････････････････････････････････････  

１．同業者で組織するお菓子協議会の運営 

個店の繁栄を目指すという目標、商品開発での平等なチャンスの提供、異業種の経営者で

あるトップから生まれる斬新な発想が、ライバル同士の組織を成り立たせている。 

２．５年ロードマップによる人材・資金の獲得 

５年間に取り組みたい事業について、具体的な手順をロードマップに図化して、行政や地

域の関係者に発信することで、効率的に補助金を活用し人材を獲得している。 

３．積極的な地域の人材の活用 

地域の若者、高齢者、障がい者等の協力を得ることで、商品による収益を地域全体に循環

させる仕組みとしている。 

４．メディア・イベントを活用した積極的な PR 

メディアを通じて積極的に PR を行うほか、カエデ活用を象徴する赤いのぼりをもって地

域の主要なイベントに参加することで、地域における認知度を高めた。 

５．場面に応じた行政との役割分担 

生産者との関係づくりや大手企業への営業活動等、地域内外での調整やコーディネートに

おいて、必要に応じて行政の協力を得ている。 

秩父お菓子な郷推進協議会

生産者
地域住民

（若者、高齢者、障害者等）

・補助事業に関する情報提供
・地域内外における調整に対する支援

お菓子等の商品開発

　・カエデを活用したお菓子等の開発
　・農産物を活用したお菓子等の開発

森林づくり

　・官民協働の植林活動組織の
　　事務局（植林活動の企画、
　　運営等）

埼玉県の農林業関係課

県の研究機関

大学

秩父市の農林業関係課

コンサルティング
会社

・補助事業に関する情報提供
・地域内外における調整に対する支援

・技術的支援

・技術的支援

・計画策定支援
・コーディネート

・規格外品の販売
・協力（商品デザイン、
　カエデ採取、パン製造等）

取り組みによる成果

・個々のお菓子屋の売り上げが増加してい

る 

・生産農家数が増加した 

・若い生産者が出てきた 

・森林づくり、作付面積の増加等により、

山林や農地の荒廃が抑制されている 

・カエデを活用したさらなる商品開発 

・地域農産物（二条大麦、てん菜等）を活

用した商品開発 

・オール秩父産原材料のお菓子づくり 

・マーケティングに基づく販売戦略づく

り、次のロードマップ作成に向けたグラ

ンドデザイン 

今後の展望 
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秩父市の概況 

 

人口は微減、高齢化が著しい 

秩
ちち

父
ぶ

市
し

は埼玉県西部に位置する秩父地域の中

心都市。市域の 87％を広大な森林に覆われ、荒

川が南北に貫流しながら山々から支流を集める、

自然環境に恵まれた地域である。2005 年に、旧

秩父市、吉
よし

田
だ

町
まち

、大滝村
おおたきむら

、荒川村
あらかわむら

が合併し、新・

秩父市となった。 

2005 年の国勢調査によると、人口総数

70,563 人、一般世帯数 24,327 世帯。人口の

推移を見ると、埼玉県は年々増加しているのに対

し、秩父市はゆるやかに減少している。また、高

齢化率は、埼玉県では 16.4%と全国を大きく下

回っているのに対し、秩父市は 24.9%と全国よ

りも高くなっている。 

歴史と文化を継承する観光文化都市 

産業別の就業者数の割合を見ると、埼玉県や全

国と比べて第２次産業の割合が高く 34.9％、中

でも製造業の割合が高く 71.4%を占めている。

キヤノン電子、昭和電工、ブリジストンスポーツ

等の事業所がある。 

また、秩父市は、多くの観光資源を有する観光

文化都市である。日本初の流通貨幣・和
わ

同
どう

開
かい

珎
ちん

誕

生の地である和銅採掘遺跡を有するほか、秩父観

音霊場の札所三十四か所をはじめとする由緒あ

る寺社が数多く存在している。また、日本三大曳

山祭りの一つ、「秩父夜祭」をはじめ、年間 400

もの祭りや縁日が行われている。 

官民協働による自然環境の保全・活用 

秩父市は、周囲を山に囲まれ盆地状の地形をな

しており、寒暖の差が大きいことから、その特性

を活かした農業が営まれてきた。また、スギ、ヒ

ノキ等の植林を行い、林業が盛んに行われてきた。

しかし、就業者の減少と高齢化により、農地や山

林の荒廃が進んでおり、自然環境の保全・活用が

重要な課題となっている。これらの対策として、

特産品の開発や市民農園の設置、森林づくりにお

いて、市民や企業、NPO との連携・協力が図ら

れており、官民協働で課題解決に向けた取り組み

が行われている。 

出典）総務省統計局：国勢調査

＜秩父市へのアクセス＞ 
■東京から 
 池袋から西武特急で 1 時間 20 分 
■大阪から 
 品川まで新幹線で 2 時間半 
 品川から池袋まで JR で 30 分 
 池袋から西武特急で 1 時間 20 分 

出典）秩父市 HP（2010/3/31 参照） 
http://www.city.chichibu.lg.jp/menu1014.html 
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取り組みに至る経緯 

 

「秩父お菓子な郷推進協議会」の発足 

取り組みの発端は、秩父市内で「株式会社 

和銅
わ ど う

鉱泉
こうせん

旅館」を経営する町田
ま ち だ

啓介
けいすけ

氏がお菓子製

造業に着手したところから始まる。着手して数年

がたった頃、彼はそこにチャンスロス（本来は売

れるチャンスがあるのに、何らかの原因で売り上

げにつながっていないこと）があることに気づく。

個性的な商品を世の中に広く発信し、秩父を元気

にしたい。そのためには、一人で取り組むよりも

大勢の方が、大義がたつし効果があがる。そう考

えた彼は、お菓子製造業者の有志で、「お菓子
か し

な郷
くに

推進協議会」を設立することにした。 

実際に、市内のお菓子製造業者の間では、売り

上げの伸び悩みが懸念されていた。また、市外で

の出張販売では多くが売れ残り、市外での認知度

の低さを痛感していた。そうした中で、この状況

を打開しなければという共通の思いが働き、

2003 年 3 月、市内 17 のお菓子製造業者による

「秩父お菓子な郷推進協議会」（以下、「お菓子協

議会」）が設立された。 

「秩父の奇跡」の発見 

発足後、お菓子協議会は、秩父地域や埼玉県内

の各種イベントにて、のぼりやチラシ等を用いて

PR しながら協同販売事業を展開。その後、彼ら

は、秩父ならでは、かつ、強いブランド力をもっ

たお菓子の商品開発にとりかかる。2004 年に埼

玉県、秩父市から、「地場産業活性化再生計画策

定費補助事業」の認定を受け、「産地ごとの委員

会」を発足、商品開発に関する計画策定を進めた。 

当初はイチゴやブドウ等、秩父産の果物による

お菓子の開発を考えていたが、秩父市はこれらの

産地として知名度が高いわけではなかった。そん

なある日、お菓子協議会の専務理事を務める中村
なかむら

雅夫
ま さ お

氏が、知人からカエデの樹液からメープルシ

ロップをつくることができるとの話を聞いた。海

外、特にカナダではメープルシロップは生産され

ているが、国内でカエデはほぼ未利用の資源。そ

れならば、秩父産メープルシロップ（秩父カエデ

糖）を活用してお菓子を開発できないだろうか。

さっそく、「産地ごとの委員会」のメンバーであ

る、埼玉県秩父農林振興センターが秩父市内のカ

エデの分布状況を調査したところ、秩父市独特の

植生環境が見つかった。 

↑「秩父お菓子な郷推進協議会」の設立総会の様子 
ここでつくられた「秩父路はお菓子な郷」と書かれた赤
いのぼりをつかって協同販売事業を展開した。 

出典）秩父お菓子な郷推進協議会資料
↑「秩父お菓子な郷推進協議会」の HP（2010/3/31 参照）

http://www.okasinakuni.jp/index.html 
お菓子協議会の主な活動は、①森林づくり、②カエデ樹
液等の採取、③お菓子づくり 
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秩父地方は南・北限の果樹が混在する非常に特

徴的な植物の育成環境である。夏と冬の気温差が

40 度近くある環境は、カエデが育つのに大変適

しており、日本に植生する 26 種類のカエデのう

ち、24 種類が秩父市内に自生していることが分

かった。また、その本数は現在、発見されている

だけでも実に 1,200 本、未調査の地域を含める

と相当数の樹木を有していることになる。彼らは、

国内でもまれなこの植生環境を「秩父の奇跡」と

よんでいる。 

スローガンは「森を育てて、お菓子を創る」 

「産地ごとの委員会」の中で、スローガンとさ

れたのが、「森を育てて、お菓子を創る」である。 

かつて林業が盛んだった秩父市も、スギやヒノ

キの木材価格の低迷、就業者の減少・高齢化によ

り山林の荒廃が進んでいた。そこで、委員会では、

持続可能なカエデの活用のため、秩父カエデ糖菓

子の開発に取り組むだけでなく、カエデの植生す

る山林の再生にも取り組むことになった。お菓子

協議会の挑戦は、林業と商業の連動による地域活

性化対策として取り組まれることとなったので

ある。 

 

「産地ごとの委員会」に役者は 

そろっていた？ 

「産地ごとの委員会」のメンバーは、補助事業の認定

を受けるにあたって示された指針に基づき、集められ

たそうだが、この後の取り組みに必要な役者がすべて

そろっていたことになる。 

例えば、市や県の関係課が関わっていたことで、補助

事業の活用に対する助言を受けることができ、生産者

との関係づくりにおいて協力を得ることができた。ま

た、秩父市内に演習林を持っている関係で関わること

になった東京大学、そして県の研究機関が参画したこ

とで、カエデの分布状況の調査やカエデの樹液の成

分分析ができ、商品のブランドとしての価値を高める

こととなった。さらに、コンサルティング会社として

「（財）埼玉りそな産業協力財団」が関わることで、モン

ドセレクション事務局とコンタクトをとることができた。

このように、行政や専門家、コーディネート役が計画

策定の段階で連携先に加わっていたことで関係をつく

ることができ、その後の商品開発における体制づくり

にも役立っている。 

東京大学秩父演習林
《技術支援》

（社）埼玉県農林公社
《県有林》

埼玉県秩父農林振興センター
林業部

《技術支援・県有林》

秩父市環境農林部
林業振興課
《市有林》

お菓子な郷推進協議会

（財）埼玉りそな産業協力財団
《コンサル》

埼玉県県土整備部
秩父県土整備事務所
《秩父ミューズパーク》

関係自治体
秩父市

埼玉県農林部
森づくり課

《技術支援・関連法規》

埼玉県農林総合研究センター
森林・緑化研究所

《技術支援》

↑「産地ごとの委員会」の体制図 
行政、大学・研究機関、コンサルティング会社等で構成されている。この後に行われる農産物を活用
したお菓子づくり等においても、同様の体制が組まれている。 

出典）秩父お菓子な郷推進協議会資料
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カエデ樹液の調査分析と菓子の試作品開発 

次に彼らは、2005 年より実際に採算がとれる

ほどのカエデ樹液を採取することができるかを

把握するための調査分析を開始した。さらに、樹

液採取・シロップ化の方法を学ぼうと、本場カナ

ダ・ケベック州での研修や、樹液採取の名人ピエ

ール・フォーシュ氏を招聘しての実践研修を行っ

た。この時、お菓子協議会には、招聘にかかる資

金を負担する余裕がなかった。そこで、ピエール

氏の紹介を頼んだカナダ政府観光局と交渉し、秩

父市内の道の駅でケベック州の PR を行うことを

条件に、費用負担なしで招聘することに成功した。 

これと並行して 2005 年に進められたのがお

菓子の試作品開発である。お菓子協議会の会員の

各業者が 26 品の試作を行い、市民や市職員によ

る 2 回の品評会を経て、最終的に 4 品の秩父カ

エデ糖菓子が 2006 年 3 月に選出された。 

新しい名物、秩父カエデ糖菓子の誕生 

選定された４品の秩父カエデ糖菓子は、販売に

向け、2007 年よりイメージイラストやマークが

作成され、3 月に FOODEX JAPAN 2007 で

発表、注目を浴びた。その後、2007 年 4 月よ

り商品の販売を開始した。販売を開始するやいな

や、市内のみの販売にもかかわらず、各店で予想

以上の売れ行きとなり、１ヶ月半で売り切れ、

180 万円を売り上げた。こうして新しい名物菓

子が誕生したのである。 

その後も秩父カエデ糖菓子の開発は続けられ

計８品が完成した。2008 年には、ブランドとし

ての価値をさらに高めるため、世界的な食品の品

評会「モンドセレクション 2008」に６品を出品、

すべてが金銀銅（金賞２つ、銀賞３つ、銅賞１つ）

の各賞を受賞した。これにより、品質の良さを

PR することができ、商品の知名度も高まった。

また、2009 年にも出品したところ、金賞２つ、

銀賞２つの各賞を受賞した。 

FOODEX JAPAN 2007 での発表とモンド

セレクションへの出品を、町田氏は「ブランドを

つかったブランド化」と説明している。つまり、

誰もが知っている発信の場に商品を送り込むこ

とで、商品のブランド化を図ったのである。実際

に、小売店や百貨店から問い合わせがある等、反

響は大きかったという。こうして秩父カエデ糖菓

子は、年々、売り上げを伸ばしている。 

↑カエデ樹液を煮詰めている様子 
樹液は透明でさらさらとしていて、少し甘い。それを煮詰めると粘性がでて褐色のシロップにな
る。重量は 35 分の 1 になってしまうので、大量のカエデがないと採算がとれない。 

出典）秩父お菓子な郷推進協議会資料 

  地場産品発掘・ブランド化 埼玉県秩父市 「お菓子屋さんの地域おこし」 
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 モンドセレクションに出品するには？

モンドセレクションの出品にかかる費用は 1 品 16 万

円。モンドセレクションの事務局に、商品と説明書き

（下図）を送るのみである。その後、審査が行われる

わけだが、審査期間は実に 4 ヶ月に及ぶ。このため、

出品できる商品の賞味期限は 3 ヶ月以上と、長くなく

てはならない。出品の際、まともにいっても受賞できな

いと考えたお菓子協議会は、プレゼンをさせて欲しい

とモンドセレクション事務局と粘り強く交渉した。後日、

通訳をしたがえて事務局を訪問しプレゼンを行った。 

受賞すると授賞式には無料で出席できる。この時は、

事務局から審査結果の通知があった後、オーストリア

のウィーンで開催された授賞式に出席した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
↑出品された秩父カエデ糖菓子の一つ「ちちぶまゆ」の

説明書き。英文で作成されている。 
出典）秩父お菓子な郷推進協議会資料 

 
現在の取り組み 

 
お菓子協議会では、秩父カエデ糖菓子の販売に

加え、カエデの葉や成分、地域の農産物を活用し

たお菓子の開発も行われている。また、「森を育

てて、お菓子を創る」というスローガンを実践す

るため、秩父市の官民協働の植林活動に参加して

いる。 

カエデを活用した商品開発 

秩父カエデ糖菓子については、現在 8 品が販売

されている。これに加えて現在は、ポリフェノー

ルを含むカエデの緑葉を茶葉化したものから、ラ

ムネが開発され販売されている。また、カエデ樹

液に含まれる酵母菌と秩父産パン用小麦を活用

したお菓子やパン等の開発も進められている。 

地域農産物を活用した商品開発 

カエデだけでなく、地域の農産物を活用したお

菓子を開発しようと、ちちぶ太白
たいはく

サツマイモやブ

ルーベリーのお菓子も開発され販売されており、

このほか、てん菜を活用したシロップ及び焼酎の

楓のおくりもの（08 銅賞 09 銀賞受賞）

カエデ山の玉手箱（08 銀賞受賞） ちちぶまゆ（08・09 銀賞受賞） すのうぼうる（08・09 金賞受賞） 

カエデの樹（08 銀賞受賞） 秩父カエデ糖タルト（08・09 金賞受賞） 

↑モンドセレクション 2008・2009 にエントリーし受賞したカエデ糖菓子６品 
お菓子協議会の皆で商品を開発するのではなく、まんじゅうを得意とする業者ならまんじゅう、タルトを得意
とする業者ならタルトと、それぞれの得意分野で別々に商品を開発した。 

出典）秩父お菓子な郷推進協議会資料



 

6 

開発等も計画されている。これらの原材料となる

農産物には、通常は処分されてしまう規格外品を

使うことで、地域農業の活性化を図っている。 

行政等との連携・協力による森林づくり 

「産地ごとの委員会」でスローガン「森を育て

て、お菓子を創る」が掲げられた後、旧秩父市は

2005 年に合併、新秩父市の木がカエデに選定さ

れた。これを機に、市では、市有林の間伐跡地に

カエデを中心とした広葉樹を植栽する森林づく

りの活動を始めた。これにお菓子協議会をはじめ

とする様々な団体が参加するようになったこと

をきっかけに、官民協働で進めるための組織とし

て、「秩父カエデ地域協議会」が設立された。県

や大学、NPO 法人等が加盟しており、お菓子協

議会は事務局として、森林づくりのイベントや活

動の企画を行っている。 

 

 

 

 

 

 
取り組みのポイント 

 

同業者で組織するお菓子協議会の運営 

お菓子協議会を構成するのはお菓子製造の同

業者、いわばライバル関係にある。このような組

織を継続的に運営するための秘訣とは何なのか。 

お菓子協議会の目標として、「チャンスロスを

なくす」とともに掲げられたのが、「個店の繁栄」

である。お菓子協議会設立の目的は、秩父を元気

にすることではあるものの、個々のお菓子製造業

者が儲からなければ地域振興はありえないと考

えたのである。こうした考えが、17 の業者の参

画を獲得したのだと考えられる。 

また、秩父カエデ糖菓子の商品開発においては、

17 すべての業者が商品開発を行ったが、商品化

に至ったのは 8 品。これに対し、お菓子協議会の

会長を務める町田氏は、こう語る。「結果が不公

平なのは当然です。でも、商品開発の機会は、次

から次へ持ち込み、皆が平等にチャンスを享受で

きるようにしています。」さらに、専務理事の中

村氏によると、異業種の経営者である町田氏が会

↑現在、販売中のちちぶ太白サツマイモのお菓子 
ちちぶ太白サツマイモはさつまいもの一種で、現在はほとんど生産されておらず、「幻の芋」と言わ
れている。秩父市内で１戸の農家が守り育てていたのに着目し、お菓子づくりに活用することにな
った。お菓子につかうと、上品な甘さとしっとり感が出る。 出典）秩父お菓子な郷推進協議会資料 

  地場産品発掘・ブランド化 埼玉県秩父市 「お菓子屋さんの地域おこし」 
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長を務めることで、既成概念にとらわれない斬新

な発想が生まれているという。 

ライバル同士、平等にチャンスを享受した上で、

純粋に勝負する。そして、個店の繁栄を目指し、

今までにない発想で挑戦する。こうした考えが、

お菓子協議会を成り立たせているのだと言える。 

５年ロードマップによる人材・資金の獲得 

お菓子協議会の取り組みは、様々な商品開発か

ら森林づくりと多岐にわたり、今後予定されてい

る取り組みも、商品の輸出や健康食品分野への参

入、カエデ樹林の観光地化、カエデ樹木のオーナ

ー制度等、様々な方向への発展が構想されている。

しかも、これらは、市、県、生産者、研究機関等、

多くの協力者を獲得し、様々な補助事業を活用す

ることで次々に展開されている。 

この元となっているのが、お菓子協議会の取り

組みが始まる際に作成された、5 年後を見据えた

ロードマップである。現在そして今後のすべての

取り組みは、このロードマップに位置づけられて

いる。ロードマップの中身は、秩父カエデ糖菓子

の次は、ちちぶ太白サツマイモ、てん菜と、新し

い事業を３年毎に重ねながら売っていくという

計画になっている。また、事業毎の工程では、実

証実験を行った上で事業化するといった具体的

な手順や、各プロセスの目標とする日付と実際の

日付が入れられている。 

このロードマップは更新される度に、「産地ご

との委員会」でつながりができた、市や県の関係

課に送られている。これにより、行政担当者から、

地域や研究機関の紹介や、様々な補助事業を有効

に活用するための助言を受けている。また、この

ロードマップは、森林づくりを官民協働で進める

「秩父カエデ地域協議会」でも披露された。具体

的な手順まで描かれているので、協力できるとこ

ろがあれば手をあげてもらうようにした。このほ

かにも様々な場面で、お菓子協議会の取り組み内

容の発信に活用されている。 

このように、多くの夢を具体的な工程に落とし

てロードマップを作成し発信することで、人材と

資金を獲得して、次々に取り組みを進めているの

である。 

 

原材料 メイプルシロップ

産・官・学

和菓子・洋菓子

秩父地域

２４種のかえで南の果物北限 みかん

北の果物南限 りんご

需要増 植林
当初は、数量限定販売

販売先も限定で販売
かえでの森 ＜紅葉＞→観光地化

間伐材・伐採

京都 生八つ橋市場
１６社 ９０億円

バイオマス発電

特定保健用食品 介護分野

医療分野

・キシリトール
・フラバン茶
・カテキン茶

森を育てて お菓子を創る

・産：お菓子屋さん、協力メーカー等

・官：国、埼玉県、秩父市等

・学：東京大学、埼玉大学

論文

厚生労働省

自然エネルギー
電力

原料

雇用

お菓子な郷推進協議会

モデルケース

例

冷温帯

植林運動 全国植樹祭

スギ・ヒノキ伐採に
よる花粉の減少

↑約 5 年前に描かれたロードマップの一部を図化したもの 
模造紙を広げ、思いつく限りを書き込んだという。現在取り組まれているお菓子づく
り、森林づくりのほか、今後の展開が期待される健康食品・エネルギー分野への参入
まで描かれている。                出典）秩父お菓子な郷推進協議会資料 
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お菓子な郷推進協議会会長 

町田
ま ち だ

啓
けい

介
すけ

 氏 

 

「地域＆未来のために 挑戦そして感謝」 

Ｑ．ロードマップはどのようにつくられたのですか？ 

取り組みを始める際に、模造紙の上に考えられる限りを書きました。足

りなければ紙を継ぎ足すというつもりで。専務理事の中村が言う「ちち

ぶまゆ（秩父カエデ糖菓子の一つ）で世界制覇」も笑い話にきこえます

が、私たちは本気で考えています。お菓子の輸出はロードマップに描か

れていますし、AIR CANADA の機内食も考えていて、それはそのうち

実現したいと考えています。その時には、カナダで別荘を買うとか、フ

ェラーリを買うとか、そんなことを私たちは普通に話しているんです。

Ｑ．消費者ニーズはどうやって把握されていますか？ 

「消費者ニーズ」というと難しくきこえますが、私たちがしていること

は簡単で、「メープルシロップ」「ちちぶ太白サツマイモ」といったネタ

を厳しく見極めています。それを世の中に出した時に、多くの人に受け

るかどうか、広がっていくかどうか。それは、5～10 年後の価値観から

考えています。例えば、メープルシロップは、カエデを育む特殊な植生

環境が秩父市にあって、天然甘味料で体によい、国内唯一となれば、支

持されると思うでしょう。そんなに難しいことではないですよ。あとは

あきらめないで続けていくことですね。続けることで工夫が出てきて、

進化していくことができます。 

 

積極的な地域の人材の活用 

お菓子協議会は、取り組みを進める中で、地域

の若者、高齢者、障がい者といった地域の人材も

徹底的に活用している。 

例えば、秩父カエデ糖菓子の、キャラクターを

用いたデザインは、県内の高校生が原画を描いて

いる。また、カエデの葉の採取には、高齢者に任

せており、キロ 500 円で買い取っている。その

ほか、天然酵母パンの開発にあたっては障がい者

のパン製造業者に任せている。 

一方で、お菓子協議会では、子どもに対する教

育的活動も行っており、森林づくりを通じた子ど

もへの環境教育や、幼稚園や小学校での地域農産

物を使ったお菓子教室を実施している。 

地域貢献と言えるこれらの活動は、あくまで民

間的な発想から生まれている。「ワークシェアリ

ングというか、得意な人にやってもらおうという

発想です。」と専務理事の中村氏は語る。また、

子どもに対する教育的活動は、商品の間接的な

PR だという。「子ども一人をとりこめば、家族全

員をとりこむことができるでしょう。それはすご

い PR 効果になります。」 

地域の中で活用できるものは最大限に活かす、

地域の人々も重要な消費者として積極的に PR を

図る。そうした彼らの発想が、商品による収益を

地域全体に循環させる仕組みをつくっている。 

メディア・イベントを活用した積極的な PR 

お菓子協議会設立の際には、新聞社や地元ケー

ブルテレビを招いて設立総会が開かれた。これを

皮切りに、お菓子の品評会等、様々な場面で新聞

社やテレビ局を招いて積極的に情報を発信して

いる。特に、地元の記者は協力的に伝えてくれる

という。「彼らは応援者です。純粋に地域を元気

にしたいという私たちの思いが伝わっているの

だと思います。」と町田氏。地域に対するお菓子

協議会の思いは、メディアさえも味方につけてい

る。 

「株式会社和銅鉱泉旅館」社長。旅館事

業「ゆの宿 和どう」と菓子事業「秩父菓

子処 栗助」を手がける。モンドセレクシ

ョンには、「すのうぼうる」を出品し、金賞

を受賞。お菓子づくりや観光振興におい

て、ネタを見極める厳しい目と地域に対

する熱い思いをあわせもつ。「半分ノリ

で考えているから」というロードマップ

も、本気で実現しようと動いている。生

産者をはじめとする地域への感謝の気

持ちを常に大切にしている。 

  地場産品発掘・ブランド化 埼玉県秩父市 「お菓子屋さんの地域おこし」 

地域人材ネット

登録者 
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また、設立後の協同販売事業では、秩父地域及

び埼玉県内で開催される各種イベントに年間 10

回以上も参加、「秩父路はお菓子な郷」と書かれ

た赤いのぼりをつかって販売・PR 活動を行った。

これが功を奏し、地域で認知されるまで早かった。

メディアを通じて発信しても届かない人もいる

が、地域の多くの人が集まる場に、赤いのぼりと

いうシンボルをもって頻繁に出て行くことで、地

域の主要な関係者に認知してもらうことができ

たのである。 

このように、メディアとイベントを活用した

PR により、お菓子協議会は地域に定着すること

ができたのである。 

 

 

 

 

 

 

 

場面に応じた行政との役割分担 

お菓子協議会の活動には、商品開発や PR にお

ける民間的な側面と、地域資源活用や森林づくり

における公共的な側面がある。これを進める上で、

場面に応じて行政と役割分担をしている。 

地域の農産物活用にあたっては、埼玉県秩父農

林振興センターに生産者との間に立ってもらう

ことで、関係づくりを進めている。また、ちちぶ

太白サツマイモのお菓子の市外への販売にむけ

ては、（社）埼玉県物産観光協会を通じて、コン

ビニやスーパーマーケット等に販路を開拓して

いる。「私たちが 1 件 1 件まわっても相手にされ

ませんので、協会が品質の良い県産品を一括で営

業してくれているのは助かります。」と中村氏。 

地域振興を図るには、民間がもつ発想やノウハ

ウだけでなく、行政からの支援として、こうした

地域内外での調整やコーディネートが必要だと

いうことである。 

↑県内の芸術高校に通う高校生が描いたというカエデ糖菓子のキャラクター 
元々、町田氏の知り合いだった彼を起用して原画をかいてもらい、デザイナーが仕上げた。素朴な
雰囲気、かつ、どこかにおしゃれ感がある。 

出典）秩父お菓子な郷推進協議会資料
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 民間業者の団体が行政に望む支援

とは？ 

行政との連携・協力により、次々に取り組みを展開し

ているお菓子協議会。その経験をふまえて、会長の

町田氏、専務理事の中村氏に、行政に望む支援を聞

いた。 

「地域振興には時間がかかります。でも、私たちが秩

父カエデ糖菓子の取り組みを始めた頃は、1～2 年の

補助事業が多かった。それでも継続できたのは、設立

した翌年に道の駅のお菓子販売コーナーを受託する

ことで、事業費を稼ぎ出す仕組みができていたからで

す。良い事業は続けられるよう、継続的な支援をお願

いしたいですね。」（町田氏） 

「私たちは現場主義を大切にしています。ですから現

地視察に対する支援があればありがたいです。新し

い取り組みを始めるときには、先進地を実際に見るこ

とで具体的なノウハウが分かるし、対比することで自

分たちに何が足りないのかが分かります。取り組みの

途中段階でも、そういう機会をいただければ原点に帰

ることができるし原動力になります。」（中村氏） 

 

 

 

 
取り組みの成果 

 

個々のお菓子屋の売り上げの増加 

現在、秩父カエデ糖菓子は 7 社 8 品、ちちぶ

太白サツマイモのお菓子は 10 社 12 品、ブルー

ベリーのお菓子は 4 社 5 品が完成し、販売され

ている。 

秩父カエデ糖菓子は毎年 4 月に販売を開始し、

売り切れ次第終了となる。樹液採取量が増えてい

る中で、秩父カエデ糖菓子の生産量も増加してい

るが、2009 年も数ヶ月で売り切れた。売り上げ

は、2007 年 180 万円、2008 年 900 万、2009

年 1,800 万円と順調に伸びている。今後は通年

での販売を目指す。また、ちちぶ太白サツマイモ

の売り上げは 2009 年で 1,800 万円。これまで

は主に市内で販売していたが、今後は市外への販

売も積極的に展開し、年商 3,000 万円を目指し

ていく。こうして、お菓子協議会設立の第一の目

標である「個店の繁栄」は達成されようとしてい

る。 

ちちぶ太白サツマイモ
商品群 （社）埼玉県物産観光協会

ナチュラル
ローソン

イトーヨーカ堂

ヨークマート

イオン

↑ちちぶ太白サツマイモのお菓子の市外への販売促進 
現在、すでに物産観光協会の協力を得て、一部の店舗にちちぶ太白サツマイモのお菓
子が販売されている。「地産地消」から「地産外消」を目指すという。 

出典）秩父お菓子な郷推進協議会資料 

  地場産品発掘・ブランド化 埼玉県秩父市 「お菓子屋さんの地域おこし」 
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農業の担い手づくり、若返り 

ブルーベリーやちちぶ太白サツマイモのお菓

子は、規格外品を買い取って生産されることから、

生産者にメリットをもたらしている。こうした中

で、元々１戸だったちちぶ太白サツマイモの生産

農家が、年々増加している。ちちぶ太白サツマイ

モの規格品は「幻の芋」としてメディアを通じて

発信したことで、2009 年は予約で完売。規格外

品もすべて買い取られるため、生産者にリスクは

ない。今後も、お菓子の販促により需要を呼び起

こすことで、生産農家の増加を図る。 

ブルーベリーの生産者からも、「お菓子屋さん

とつながることで、安心して生産できるようにな

った。」という声が聞かれる。ブルーベリーの無

農薬栽培におもしろみを感じた若い生産者が少

しずつ出てきており、若者が地域で暮らすための

受け皿となることも期待できそうだ。 

こうして農産物を活用したお菓子づくりは、農

業の担い手づくりやその若返りに寄与している。 

農村環境の保全への効果 

ちちぶ太白サツマイモの生産農家数の増加に

伴い、作付面積も増加している。これらの畑は

元々、耕作放棄地だったため、農村環境の保全と

いう効果をもたらしている。 

また、植林活動の植樹本数は、お菓子協議会が

関わった活動のみで 2005～2009 年で約

7,000 本を数える。今後は、「秩父カエデ地域協

議会」で、葉を採取するカエデを耕作放棄地にも

植樹する予定であり、秩父市の重要な課題である、

山林や農地の荒廃の抑制が期待される。 

市では、これまでも官民協働のまちづくりの一

環として、森林づくりでも民との協働を進めてき

たが、横断的な組織として、県、大学、企業、NPO

法人等による「秩父カエデ地域協議会」ができた

ことで、官民協働での森林づくりを進めやすくな

った。「環境立市」を掲げる秩父市にとって、官

民協働での森林づくりは重要な位置づけとなっ

ている。 

太白芋の生産農家数と作付面積の推移
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↓ちちぶ太白サツマイモは元々１戸の生産農家だった。甘さを
出すために収穫後に貯蔵するスペースは、地域の生産農家
のご厚意で、既存の貯蔵庫を使用させてもらっている。 

出典）秩父お菓子な郷推進協議会資料 



 

12 

 
今後の展望 

 

商品開発・森林づくりの拡大、発展 

カエデや地域農産物を活用した商品開発は、今

後も様々な展開が予定されている。カエデ炭・二

条大麦を活用したウィスキーや天然ストロー、カ

エデのつまもの、てん菜シロップを活用したお菓

子や焼酎、秩父カエデ酵母菌を活用したお菓子や

パン、焼酎等、様々な商品開発が計画されている。

この中で、地域の子どもや高齢者、障がい者等に

活躍してもらうための場も次々に検討されてい

る。森林づくりにおいても、子どもや障がい者に

よる苗木の育成、カエデ樹木のオーナー制度等が

計画されている。 

今後も地域の多くの資源、多くの人材をまきこ

んでいくことで、彼らが目標とするオール秩父産

原材料のお菓子づくりも、いずれ実現することだ

ろう。 

 

 

課題は、マーケティングに基づく販売戦略 

地域をまきこんで商品を開発し、売り上げによ

る収益で地域を元気にする仕組みをつくったお

菓子協議会。今後の課題は、それらをどうやって

売っていくかという販売戦略づくりである。 

「今、一番欠けているのがマーケティングなん

です。私たちは技術集団、ものづくりはできるし、

商品は日本初で品質は確か。でも、その打ち出し

方がまだつかめていません。特に、市外に向けて、

どう発信し販売していけばよいのかというのが

今抱えている課題です。」と中村氏。 

秩父カエデ糖菓子は樹液の採取量に限りがあ

るため、市内での販売に徹しており、味わいたい

人は秩父市を訪れるしかない。デザインやメディ

ア、モンドセレクション受賞等により、地域での

ブランド化が進んでいる。一方、ちちぶ太白サツ

マイモは、供給基盤の拡大が可能であることから、

今後は市外での販売を積極的に進める予定だが、

その際の販売戦略づくりは、まだまだこれからで

ある。現在は、市外でも勝負できるパッケージや

デザインが研究されているところである。 

↑二条大麦をつかった天然ストローづくり 
収穫時にコンバインから出る麦の茎を加
工する。加工は、障がい者福祉施設に委
託する予定である。 

↑カエデのさらなる活用 
つまもののほか、紅葉茶も試作研究中。 

出典）秩父お菓子な郷推進協議会資料 

←てん菜のシロップ化 
シロップをお菓子に活
用するほか、搾りかす
を切り干し大根にして
郷土食を開発したり、
家畜の肥料（飼料）に
することも検討されて
いる。 

  地場産品発掘・ブランド化 埼玉県秩父市 「お菓子屋さんの地域おこし」 
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夢見るだけで終わらない大人たちの挑戦 

お菓子協議会の今後の取り組みには、カエデ樹

林の観光地化にお菓子の輸出、さらにはサプリや

化粧品開発まで含まれており、夢は広がるばかり

である。そんな彼らの原動力とは一体何なのか。 

「いずれ皆でBMWに乗ろうぜと話しているん

です。」と町田氏。そうやって彼らは夢を語るだ

けでなく、実際に体験している。目標とする年商

を達成したらどんな生活が待っているのか、それ

を描いてBMWを試乗し京都の夜も楽しんだとい

う。そうして夢を自分たちの中で具体化し、そこ

に到達するために必要なことを各々が考えてい

る。彼らにとって夢は見るものではなく、ロード

マップの中のお菓子づくり、森林づくりの延長線

上に置かれ、同じように工程が描かれているので

ある。取り組みの内容を楽しそうに語るのには、

そうした背景があり、プロセスを楽しむ気持ちが

これまで多くの協力者を獲得してきた一つの秘

訣とも言える。 

お菓子協議会の今後の目標は、「秩父といえば

これ！」といえるお菓子をつくることである。そ

のために、今課題となっている販売戦略づくり、

そして次のロードマップを描くためのグランド

デザインにおける協力者を必要としている。そう

した協力者も、彼らが地域への思いを大切にして

いれば、いずれ獲得することができるだろう。 

「そこに行けば、また見える景色があるでしょ

う。モンドセレクション受賞が富士山だったとし

たら登頂に成功したけど、登る山をエベレストに

するなら、私たちはまだ成田空港についたぐらい

だと思います。」と中村氏。壮大な夢を描きなが

ら、それを着実に実現するべく、ものづくりの技

術を武器に、地域や行政を味方につけて、取り組

みを進めている彼ら。夢見るだけで終わらない大

人たちの挑戦は続く。 
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お菓子な郷推進協議会専務理事 

中村
なかむら

雅夫
ま さ お

 氏 

 

「薄くてもいいから、皆にハッピーを」 

Ｑ．品評会や外部評価を活用されていますが、外から見た目というのは

大切にされていますか？ 

そうですね。私は、秩父音頭の１番の歌詞「おらが方じゃこうだよ。お

かしけりゃお笑いな」という歌詞が嫌いなんです。自己満足ではダメだ

し、限界があります。よくなっていくためには、外からの評価が大切。

旅館業は評判が一番で、お客さんに対してアンケートをとったりします。

そういう業種の町田会長も、外の目は意識していて、違う目線を入れよ

うというのはよく話しています。 

Ｑ．ロードマップに多くの事業を描き、それらを動かしていく秘訣は何で

しょうか？ 

私たちはモノを売るのではなく物語を売ることをベースに考えていま

す。ロードマップの下には、「お菓子な郷のお菓子な物語」として、第１

章：秩父カエデ糖菓子、第２章：地域農産物･･･第５章：輸出とつくって

いるんです。各キャラクターがスピンアウトして、番外編として一つの

物語になるようにもしています。 

確かに、たくさんやっているように見えますが、最初に動かすのが私た

ちで、収益が上がる仕組みができれば、担当する人に任せています。私

たちがやっていることは産業を興すこと。ハードの整備はおいておいて、

既存の設備を活かしながら、まずはソフト面から手がけるようにしてい

ます。 

Ｑ．多くの事業を一度に進めているのはなぜでしょうか？ 

実は、モンドセレクション受賞はロードマップでは、10 年後の目標だ

ったんです。それが１年目で達成してしまった。今、運がいいと思うん

です。でも、それは一瞬だと思うので、今のうちに全ての事業に手を付

けておこうと思っています。種を植えておけば、チャンスが訪れる時が

あると思うんです。旬のうちに旬を売ってしまう。そして、仲間を増や

して、また旬をつくっていく。薄くてもいいから皆でハッピーを共有し

たい。10 年間はやってみようと思っています。 

 

名刺代わりにお菓子を差し出す陽気な

お菓子屋さん。「秩父中村屋」店主。モ

ンドセレクションには、08、09 年「ちちぶ

まゆ」を出品し、銀賞を受賞。手にして

いるのはそのときのメダルである。農業

のことを熱く語る彼も、以前は畑を見て

も何が栽培してあるのか全く分からな

かったという。補助事業の申請書は、

「小論文の書き方」を本で学びながら書

く等、常に努力を惜しまない。 
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町田氏はお菓子協議会以外でも、地域振興に取

り組んでいる。その一つが、「和銅採掘遺跡を活

用した観光振興」である。 

和銅採掘遺跡を活用した観光振興 

日本初の流通貨幣、和同開珎誕生の地である和

銅採掘遺跡。2008 年の「和銅奉献 1300 年」

をきっかけに、これを観光資源として活用しよう

と、和
わ

銅
どう

保
ほ

勝
しょう

会
かい

や市等で PR 活動や受け入れ体制

の強化等が図られている。これに、町田氏も協力

し、観光ガイドのレベルアップ講習会への支援や

ミニツアーの企画、グッズ販売を行っている。 

現地に魅力や価値をつくることが先決 

ミニツアーでは、和銅採掘遺跡に加え、銭神様

の 聖
ひじり

神社
じんじゃ

、秩父の豊かな自然の中でのハイキング

をセットにしている。聖神社を盛り込んでいるの

は、景気は上向きにならない中で、神頼みが人々

の拠り所となると考えたため。ここでも、5～10

年後の価値観から考えている。そして、和銅採掘

遺跡は、歴史文化や農村文化を学べる格好の材料

であるため、そのガイドを和銅保勝会が担ってい

る。「人を呼び込むことよりも、そうやって現地

に魅力や価値をつくりだすことを、まずするべき

と考えています。」と町田氏。お菓子づくりと同

様に、素材を厳しく見極めた上で地域の優位性が

企画に活かされている。 

観光振興への影響 

こうして、和銅採掘遺跡見学者数、和
わ

銅
どう

黒
くろ

谷
や

駅

降者数、聖神社の参拝者・見学者数が年々増加し

ている。また、観光ガイドのボランティア組織が

立ち上がる等、受け入れ体制も強化されている。 

こうして、文化資源としての認識が強かった和

銅採掘遺跡は重要な観光資源の一つとなった。今

後も、地域の重要な歴史文化資源として探求し守

りつつ、秩父市の新たな観光資源のレパートリー

としてその魅力が発信されていく。 

 

 

秩父市和銅保勝会会長 

若林
わかばやし

好
よしみ

 氏 

 

「和銅の歴史や地質を専門的に語れる人材を」 

Ｑ．2008 年の「和銅奉献 1300 年」での成果を教えてください。 

あの時は実行組織をつくって部門ごとに記念事業に向けた準備をしたので

すが、一番大きな成果は地域の協力をたくさん得られたことですね。実行

組織の副会長には、町会長がなっていましたから、町会、青年部、青少年

育成会、民生児童委員等が協力的に動いてくれました。黒谷地区は５つの

町会で成り立っており、これまでは町会ごとに祭りや行事を開催していま

した。それが町会を越えて協力し、100 年前の黒谷村が復活したようでし

た。これをきっかけに、市では、芝桜でも同じように実行組織をつくり、

地域の協力を得て取り組んでいるそうです。 

Ｑ．遺跡を活用した観光振興で難しいと思われる点は何ですか？ 

観光資源としての活用と文化・学術的資料としての活用の調和を図ること

です。また、情報発信や PR に重点がいきすぎて、人材育成が手薄になっ

てしまうのも懸念されます。単なる観光ガイドではなく、和銅の歴史や地

質を専門的に語れる人材を育てたい。それに気づいてくれたのが青年部で

した。記念事業の実行組織にあった案内部門が発展して、青年部によるボ

ランティアガイドが立ち上がっています。これまで和銅保勝会の役員の一

部でガイドを務めていたのが、現在は彼らが定期開催してくれて助かって

います。ガイドの講習会では、町田さんの協力もあって、遺跡の歴史的尊

厳と現代の金銭感覚の銭神様がうまく取り合わされて、文化遺産にふさわ

しいもてなしができるようになってきています。 
 

遺跡に対する学術的探求への熱

い思いをもつ。御歳 80 歳、現在も

現役でガイドを務める。歴史から地

質の話まで、分かりやすくかつ興

味をそそる案内をしてくださる。専

門的知識を必要とする歴史資源を

活用した観光振興を市が進めてい

く上で、和銅保勝会は欠かせない

協力者。 

 地域人材ネット登録者のもう一つの取り組み
 


